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た. トリパンブルーを注入し, 血管外や心外膜への漏出がないことを確認した. HE/DAPI 染色によ
り, 細胞成分の残存と遺伝性物質の残存は, どちらのプロトコールでも十分に除去されていること
が確認できた. また, DNA 残存量を測定したところ, いずれのプロトコ－ルでも十分に除去されて
いることが確認できた. また, 細胞外マトッリクス構成タンパク質を解析したところ, どちらのプ




めにアルシアンブルー染色, 硫酸化グリコサミノグリカンの定量, GlycoStation によるグリカンプロ
ファイリングを行った. 硫酸化グリコサミノグリカンは SLES で処理した心臓では残存していたの
に対し, SDSで処理した心臓では検出されなかった. 他のグリカンはGlycoStationにて解析したとこ
ろ, SLES で処理した心臓は親水性タンパク質分画の組成が元の心臓の組成と類似している一方, 疎
水性タンパク質分画の組成は SDSで処理した心臓の組成と類似していることが明らかとなった. こ
れはサイトカインのような親水性のタンパク質が SLES で処理した心臓で有意に多く残存している
ことが示唆された. さらに, サイトカインの解析を行ったところ, basic FGFが有意に SLESで処理し
た心臓で多く残存していることが確認できた. 
 次に申請者らは脱細胞組織の抗血栓性を評価するために脱細胞組織への血小板付着能を評価し
た. その結果, SLES で処理した組織への血小板付着能が少なく, 抗血栓性を有していることが示唆
された. また, 炎症惹起性を評価するため脱細胞組織の腹腔内腸間膜への移植実験を行った. その
結果, SLES で作製した脱細胞組織で細胞浸潤が有意に少なく, SDS で作製した脱細胞組織より炎症
惹起作用が低いことが示唆された. 
 以上が本論文の要旨であるが，Whole Organ Tissue Engineeringにおける標準プロトコールに新
規界面活性剤 SLES が有用である可能性を明らかにした点で医学上価値のある研究と認める. 
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